
教養 
学部長 
杉本隆夫 

 

第一文芸 
学部長 
森 秀暢 

 

第二文芸 
学部長 
高澤雄一 

 

塾外理事 
小堀 

センター長 
 

塾外理事 
西岡邦彦 

 

副塾長 
高柳恵三 

 

副塾長 
齋藤富子 

 

 
 

                             

 
 

「
楽
し
く
学
ん
で
、

鹿
嶋
人
の
輪
を

広
げ
る
」
が
モ
ッ

ト
ー
。
事
務
室
内 

の
「
ふ
れ
あ
い
ス
ペ
ー
ス
」
を
活
用
い
た
だ

き
、
講
座
を
超
え
た
塾
生
間
の
交
流
を
は
か

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

教
授
の
皆
様
に
は
、
教
授
会
に
お
い
て
教
授

間
の
交
流
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。 

市
民
セ
ン
タ

ー
は
多
く
の

市
民
が
行
き

交
う
出
会
い

の
広
場
で
す
。
こ
こ
は
文
化
・
芸
術
・
様
々

な
カ
ル
チ
ャ
ー
に
励
む
人
達
の
魅
力
あ
る

人
生
の
【
オ
ア
シ
ス
】
と
し
て
明
る
く
楽
し

く
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
あ
そ
こ
へ
行
っ
た
ら

何
か
ド
キ
ド
キ
す
る
事
が
起
こ
る
！
そ
ん

な
心
の
ト
キ
メ
キ
を
体
感
で
き
る
楽
習
塾

に
し
た
い
で
す
ね
！ 

 

初
の
塾
長
交
代

の
第
７
期
を
迎

え

、

益

々

教

授
・
生
徒
数
も

多
く
な
り
、
教
授
の
皆

様
各
自
が
責
任
を
持
ち
、
楽
習
塾
の
モ
ッ
ト

ー
で
あ
る
共
に
学
び
共
に
楽
し
く
、
助
け
合

い
の
「
誠
心
」
で
、
か
し
ま
人
の
大
き
な
絆

の
輪
が
広
が
る
事
を
願
い
、
今
年
度
も
教

授
・
塾
生
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
塾
運

営
が
円
滑
に
運
び
ま
す
事
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

か
し
ま
灘
楽

習
塾
は
今
年

で
第
７
期
目

に
な
る
講
座

を
開
き
ま
し
た
。
私
も
教
養
学
部
長
三
年
目

に
な
り
ま
し
た
。
私
な
り
に
感
じ
た
こ
と
の

一
つ
に
学
部
内
の
先
生
達
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
な
く
、
一
度
も
会
話
し
た
こ
と

が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
先
生

も
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
現
状
で
す
。
そ
こ

で
今
期
、
教
養
学
部
交
流
懇
親
会
と
い
う
も

の
を
発
足
さ
せ
、
年
四
回
開
催
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
各
先
生
の
意
見
を
そ
れ

ぞ
れ
が
聞
い
た
り
話
し
た
り
し
な
が
ら
、
よ

り
理
想
的
な
教
養
学
部
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
か

し
ま
灘
楽
習
塾
の
一
層
の
発
展
、
充
実
に
役

立
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

早
い
も
の
で
、

楽
習
塾
が
ス

タ
ー
ト
し
て

今
年
で
無
事

７
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
塾
生
、
教
授
も
大

幅
に
増
え
鹿
島
で
の
大
所
帯
の
カ
ル
チ
ャ

ー
サ
ー
ク
ル
に
成
長
い
た
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
今
年
は
教
授
間
の
交
流
を
更
に
親
密
に

し
て
誰
も
が
「
楽
し
く
集
え
る
学
び
の
場
」

と
し
て
の
内
容
の
充
実
と
更
な
る
展
開
を

図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

老
い
て
何
事

も
無
頓
着
に

な
り
、
好
奇

心
や
胸
の
高

鳴
り
が
薄
れ
て
い
く
。
若
い
時
に
や
り
残
し

た
事
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
そ
う
な
、
そ
ん
な
塾

生
の
「
宝
の
持
ち
腐
れ
」
を
引
き
出
し
て
あ

げ
よ
う
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
目

標
は
、
幸
福
の
種
を
皆
さ
ん
に
分
け
与
え
る

事
で
す
。 

 

事
業
部
長
の

西
岡
邦
彦
で

す
。
今
期
の

事

業

部

は

「
鹿
嶋
を
知
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
鹿
嶋
再

発
見
の
講
座
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
鹿
嶋
が

誇
る
歴
史
、
文
化
、
自
然
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
当
て
、
楽
習
塾
と
し
て
“
鹿
嶋
っ

子
”
育
成
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

前
君
和

田

セ
ン
タ

ー

長
と
の

事

務
引
継

ぎ

が
終
わ
り
雑
談
の
と
き
に
、
か
し
ま
灘
楽
習

塾
の
話
題
に
な
り
、
自
分
の
や
り
た
い
講
座

に
自
由
に
申
し
込
み
が
出
来
る
塾
な
ん
だ

よ
と
目
を
輝
か
せ
て
話
さ
れ
て
い
た
の
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
前
君
和
田
セ
ン
タ

ー
長
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
微
力
な
が
ら
か
し
ま
灘
楽
習
塾
運
営
役

員
と
し
て
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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だ
よ
り
５
月
号
で
も
ご
連
絡
い
た
し

ま
し
た
が
、
今
月
６
月
12
日
が
名
簿
提

出
期
限
と
な
り
ま
す
。
各
講
座
の
リ
ー
ダ

ー
は
お
決
ま
り
で
し
ょ
う
か
？ 

名
簿

提
出
の
際
に
事
務
局
員
に
ご
報
告
下
さ

い
。
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
講
座
は
、
決

ま
り
次
第
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

                

  

今
期
の
事
業
部
は
、
市
民
の
皆
様
の
た
め

に
「
鹿
嶋
を
知
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
鹿
嶋

再
発
見
！
の
講
座
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
鹿

嶋
の
歴
史
、
文
化
に
関
心
が
あ
り
、
西
岡
前

塾
長
・
現
事
業
部
長
と
共
に
楽
し
み
な
が
ら
、

講
座
運
営
に
参
画
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
事

務
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

交
通
費
程
度
の
手
当
て
を
支
給
予
定
で
す
。 

な
お
、
講
座
受
講
生
の
募
集
は
夏
以
降
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

・
募
集
期
間 

６
月
１
日
～
22
日 

・
作
業
内
容 

 

講
座
企
画
、
講
座
運
営
事
務 

・
募
集
人
員 

若
干
名 

・
面
談 ６

月
第
４
週
目
を
予
定 

（
各
応
募
者
へ
連
絡
） 

担
当
事
務
局
員 

田
口
里
美 

        

  

前
記
の
今
期
の
行
事
の
具
体
的
な
進

め
方
や
予
算
の
具
体
的
配
分
等
に
つ
い

て
審
議
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
学
部
別

教
授
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
各
教
授
の
皆

さ
ん
は
ご
参
加
下
さ
い
。
参
加
で
き
な
い

場
合
は
、
各
学
部
長
及
び
副
学
部
長
に
ご

相
談
下
さ
い
。 

教
養
学
部 

日
時 

７
月
８

日
（
日
）
10

時
半
～ 

場
所 

鹿
嶋
市
ま
ち
づ
く
り 

市
民
セ
ン
タ
ー 

第
１
文
芸
学
部 

第
２
文
芸
学
部 

日
時 
７
月
29

日
（
日
） 

教
授
総
会
・
リ
ー
ダ
ー
会
後 

場
所 

か
し
ま
サ
ン
ロ
ー
ド 

  

過
日
行
わ
れ
た
開
講
式
、
塾
祭
の
反

省
が
話
し
合
わ
れ
、
今
期
に
つ
い
て
は

開
催
方
法
に
つ
い
て
、
各
講
座
を
通
じ

て
塾
生
の
皆
様
か
ら
も
意
見
を
伺
い
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

  

第
８
期
開
講
式
・
第
７
期
塾
祭
の
日

程
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

平
成
25

年
３
月
30

日(

土)

開
催 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

・
５
月
末 

 

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
限 

・
６
月
12

日  

名
簿
提
出
期
限 

・
７
月
１
日  

運
営
役
員
会 

・
７
月
29

日  

教
授
・
リ
ー
ダ
ー
会 

・
８
月
７
日
～
８
月
27

日 

 
 

 
 

 
 

事
務
局
夏
休
み 

   

 

日
時 

７
月
29

日
（
日
）
10

時
～ 

場
所 

か
し
ま
サ
ン
ロ
ー
ド 

 
 

（
ホ
テ
ル
が
ん
け
下
せ
せ
ら
ぎ
通
り
） 

会
費 

 

円
（
お
弁
当
代
） 

議
題 

収
支
決
算
・
運
営
方
針
の
承

認
・
各
学
部
代
表
リ
ー
ダ
ー
の

選
出 

他 

■
ご
案
内
は
５
月
末
に
ト
レ
ー
に
配
布

済
み
で
す
。
出
欠
確
認
の
為
、
必
ず

回
答
用
紙
を
期
限
（
７
月
19

日
）
ま

で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。 

 

■
各
講
座
と
も
、
教
授
と
リ
ー
ダ
ー
の

ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

500 

     

去
る
５
／
６
に
行
わ
れ
た
運
営
役
員

会
で
次
の
よ
う
に
か
し
ま
灘
楽
習
塾
と

し
て
の
今
期
の
年
間
行
事
と
学
部
別
担

当
の
打
合
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
学
部
別
教
授
会
、
教

授
総
会
、
運
営
役
員
会
等
を
経
て
具
体
化

さ
れ
ま
す
。 

・
教
養
学
部 

 

教
授
総
会
後
の
懇
親
会 

７
／
29
及
び
来
年
３
／
10 

・
第
１
文
芸
学
部 

 

 
 

塾
祭
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
部
門
） 

 
 

市
民
セ
ン
タ
ー
壁
面
Ｐ
Ｒ 

来
年
２
月 

・
第
２
文
芸
学
部 

 

 
 

塾
祭
（
舞
台
発
表
部
門
） 

 
 

 
 

来
年
３
／
30 

・
事
業
部
（
本
号
部
員
募
集
記
事
参
照
） 

 
 

市
民
の
た
め
の
自
主
講
座 

 
 

 
 

通
年 

・
て
～
ら
祭 

 
 

学
部
を
問
わ
ず
希
望
講
座
の
教 

 

授
等
で
実
行
委
員
会
を
組
織 

      

11
／
３
・
４ 

 

事
業
部
長 

西
岡
邦
彦 

監 

査 

役 

小
田
喜
代
子 

事 

務 

長 

石
黒
圭
吾 

塾
外
理
事 

○
○
○
○ 

 

ま
ち
づ
く
り
市
民
セ
ン
タ
ー
長 

塾
外
理
事 

西
岡
邦
彦 


